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バチを 4 月と 9 月、4 カ所の蜂場から、サンプリングした。そして、働き蜂の中腸および幽門部(消化管の中
で細菌叢が最も動的な変化を示す部位)の共生細菌を 16S-rRNA遺伝子のメタゲノム解析を行った。どの細菌
種も両種とも 4 月と 9 月の間で有意な増減の傾向を示さなかった。細菌種の両ミツバチ種とも、その最も多
く存在していた細菌は、Pasteurelaceae科に属する細菌（34％）で、その中で Gilliamella apicola（49％）
が最も豊富な種であった。しかし、その種の多さは地域によって統計的に異なっていた。三番目に最も多かっ
た Neisseriaceae 科に属する Snodgrasella alioviは、第三の最も豊富な細菌種であった（4％）。一方、今ま
での研究からミツバチのコアな細菌叢を形成する細菌種の割合は中腸では低かった。Flavobacteriaceae科の





















平成 29年 4月 26日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
